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「
税
の
標
語
」
の
優
秀

作
品
展
示
会
（
青
梅
間

税
会
主
催
、
田
村
実
会

長
）
が
11
月
12
日
か
ら
３

日
間
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日

の
出
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
応
募
２
３
１
３
点

か
ら
選
ば
れ
た
入
賞
作
品

30
点
が
展
示
さ
れ
た
。
訪

れ
た
人
た
ち
は
「
な
る
ほ

ど
」と
う
な
ず
き
な
が
ら
、

税
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

た
。

　

展
示
は
昨
年
に
次
い
で

西
多
摩
地
区
小
学
生
『
税

を
考
え
る
週
間
』
書
道
展

に
合
わ
せ
展
示
さ
れ
た
。

羽
村
市
立
富
士
見
小
５
年

の
小
松
凜
士
さ
ん
の
「
消

費
税　

だ
れ
も
が
で
き
る

第
一
歩　

ぼ
く
も
わ
た
し

も
納
税
者
」
が
青
梅
税
務

署
長
賞
を
射
止
め
た
。
次

代
を
担
う
子
ど
も
ら
し
い

表
現
で
消
費
税
の
役
割
を

伝
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

の
主
な
入
賞
作
品
は
次
の

通
り
。
敬
称
略

　

▼
全
国
間
税
会
総
連
合

会
入
選
＝
湯
本
美
羽
（
瑞

穂
町
立
五
小
６
年
）「
調

べ
て
知
ろ
う
税
の
こ
と　

し
っ
か
り
納
め
て
明
る
い

社
会
」
▼
東
京
国
税
局
間

税
会
連
合
会
入
選
＝
関
田

優
月
（
福
生
市
立
福
生
一

中
２
年
）「
Ｙ
ｅ
ｓ
、
納

税　

Ｎ
Ｏ
、
脱
税　

み
ん

な
で
創
る
安
心
な
国
」
▼

青
梅
間
税
会
長
賞
＝
加
藤

で
楽
し
め
る
。

　

森
下
さ
ん
は
「
作
詞
の

藤
澤
氏
は
私
の
友
人
。
昨

年
11
月
に
亡
く
な
り
、
１

周
忌
の
供
養
も
兼
ね
て
製

作
し
た
。
空
か
ら
藤
澤
氏

も
見
て
い
て
く
れ
る
と
思

う
」
と
話
し
て
い
る
。　

陽
裕
（
福
生
市
立
福

生
四
小
６
年
）「
消

費
税　

日
本
助
け
る

　

ナ
ン
バ
ー
１
」
▼

青
梅
間
税
会
青
年
部

長
賞
＝
杉
森
天
音

（
羽
村
市
立
羽
村
二

中
２
年
）「
納
税
で

　

誰
か
に
広
が
る　

笑
顔
の
輪　

め
ぐ
り

め
ぐ
っ
て　

あ
な
た

の
も
と
に
」。

　

の
霞
川
で
へ
ん
な
も
の
を

み
つ
け
た
。
人
間
の
赤
ん

坊
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、

上
半
身
が
人
間
、
下
半
身

が
魚
…
…
そ
う
、
そ
れ
は

人
魚
だ
っ
た
！
主
人
公

は
、
友
だ
ち
の
千
秋
と
い

っ
し
ょ
に
、
そ
の
人
魚
を

１
６
５
３
年（
承
応
２
年
）

に
多
摩
川
の
羽
村
堰
か
ら

四
谷
大
木
戸
ま
で
の
高
低

差
92
・
３
㍍
の
間
に
全
長

42
・
74
㌔
㍍
で
築
か
れ
、

江
戸
市
中
へ
飲
料
水
を
供

給
し
て
き
た
。
一
部
区
間

は
現
在
で
も
都
水
道
局
の

水
道
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
使
っ
た
「
羽

衣
の
堰
」
は
民
謡
歌
手
の

伊
庭
末
雄
さ
ん（
ソ
ニ
ー
）

ら
の
歌
唱
で
２
０
０
６
年

下
晴
男
さ
ん
。
自
身
の
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（shonanboy18

）
で
配

信
し
て
い
る
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
玉
川

上
水
の
歴
史
と
今　

羽

衣
の
堰
」。
玉
川
上
水
は

動
画
を
公
開
　
あ
き
る
野
市
の
森
下
さ
ん

に
発
表
さ
れ
た
。そ
の
後
、

羽
村
市
で
「
羽
衣
の
堰
」

歌
謡
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
歌
謡
フ
ァ
ン
の
間
で

歌
い
継
が
れ
て
き
た
。
グ

ー
グ
ル
ア
ー
ス
を
巧
み
に

使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

映
像
と
共
に「
羽
衣
の
堰
」

の
曲
が
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン

　

羽
村
市
の
ご
当
地
ソ

ン
グ
「
羽
衣
の
堰
」（
藤

澤
昌
一
詞
、
岡
村
信
良

曲
）
の
曲
に
乗
せ
、
玉
川

上
水
を
空
か
ら
追
っ
た
動

画
が
公
開
さ
れ
た
＝
画

像
。
製
作
し
た
の
は
あ
き

る
野
市
在
住
で
檜
原
村
松

姫
研
究
会
に
所
属
す
る
森

大
塚
山
の
池
で
こ
っ
そ
り

飼
う
こ
と
に
。そ
れ
か
ら
、

人
魚
の
「
か
す
み
」
と
、

主
人
公
た
ち
の
物
語
が
は

じ
ま
っ
た
が
、
か
す
み
が

と
ん
で
も
な
い
事
件
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
！

　

長
野
県
生
ま
れ
。
創
作

同
人
会
「
駒
草
」
に
所

属
。「
お
絵
か
き
禁
止
の

国
」
で
第
59
回
講
談
社
児

童
文
学
新
人
賞
佳
作
を
受

賞
、
２
０
１
９
年
６
月
に

同
作
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

四
六
判
、
１
７
８
㌻
。

１
５
４
０
円
（
税
込
）。

　

長
谷
川
さ
ん
は

１
９
８
９
年
生
ま
れ
。
作

者
の
年
齢
か
ら
推
測
す
る

と
２
０
０
０
年
前
後
の
水

質
の
改
善
に
向
き
出
し
た

霞
川
を
思
い
描
い
て
書
か

れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

主
人
公
は
、
学
校
近
く

代
に
ど
ぶ
川
に
な
っ
た
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
流
域

の
下
水
道
整
備
と
共
に
水

質
が
徐
々
に
改
善
。
今
は

色
々
な
魚
の
群
れ
が
泳
ぐ

よ
う
に
な
り
、
野
鳥
の
水

飲
み
場
に
も
な
っ
て
い

る
。

「
か
す
み
川
の
人
魚
」

霞
川
が
児
童
小
説
の
舞
台
に

わ
い
ら
し
く
、
ど
こ
か
不

気
味
な
人
魚
を
め
ぐ
る
、

少
年
た
ち
の
友
情
の
物
語

だ
。

　

霞
川
は
入
間
川
の
支
流

で
延
長
15
・
８
㌔
。
か
つ

て
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ

た
川
は
高
度
経
済
成
長
時

て
読
み
進
ん
で
し
ま
う
。

　

小
説
は
11
月
24
日
に
講

談
社
が
発
行
し
た
「
か
す

み
川
の
人
魚
」
＝
写
真
。

著
者
は
長
谷
川
ま
り
る
さ

ん
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
吉
田
尚
令
が
挿
絵
を
担

当
し
て
い
る
。
ど
こ
か
か

　

青
梅
市
を
東
西
に
流
れ

る
霞
川
が
児
童
小
説
の
舞

台
に
な
っ
た
。
物
語
は
、

同
市
立
第
四
小
学
校
周
辺

や
風
の
子
・
太
陽
の
子
広

場
な
ど
と
思
わ
れ
る
景
色

の
中
で
展
開
さ
れ
、
地
元

を
知
る
人
は
引
き
込
ま
れ

職人技のネットワークで
快適な生活空間を造ります
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税への関心を高める活動推進
 青梅間税会

「
消
費
税
　
だ
れ
も
が
で
き
る
第
一
歩
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も
納
税
者
」

「
税
の
標
語
」
の
優
秀
作
品
展
示
会

展示作品を前に消費税の大切さを伝える
田村会長（左）と新井敏行副会長

著
者
は
長
谷
川

ま
り
る
さ
ん

「羽衣の堰」の曲に乗せ
玉川上水を空から追う


